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巻　頭　言
会長 高　垣　雄二郎（15回）

新しいミレニアムの幕開けを告げる西暦紀元2000年の

新春を、皆様とともに迎える事ができましたことは、ま

ことに慶びにたえません。新しい時代のはじまりを感じ

させられますが、世界は時代の変革に伴う大きなうねり

をみせています。

今世紀－わが国は、農業社会から、19世紀に芽生えた

科学文明による工業化社会を築いてきましたが、それに

つづく情報化社会は、やがておとずれる21世紀へ向けて

の広がりをみせています。お隣の韓国でも、金大中大統

領は「年頭の辞」で情報化社会の発展に呼応して、国家

レベルで教育機関ならびにその関係者に、情報機能修得

支援策を講ずると、述べています。

わが同窓会にも、既に情報機能を活用して、企業はい

うまでもなく、親睦に、利便の向上に大いに活用してい

る多くの会員がいます。これら情報機器の発展に伴い、

「甲陽だより」の発行も情報化新時代に相応しいシステ

ムに移行する日も、遠からずやってくるものと思ってい

ます。甲陽学院同窓会の発行する「甲陽だより」こそ、

世に先駆けて実現を図ることが、私の夢であります。

さて本会も、まず事務局整備からはじまり、会員総意

を会務執行に反映すべく、各種委員会をもうけました。

委員各位は熱心に討議し、或いは実務に携わって戴きま

したこと、厚く御礼申し上げます。本年度は「母校とと

もに歩む甲陽学院同窓会」をスローガンにかかげて、成

果をあげてまいりましたが、それもひとえに会員諸兄の

ご協力はいうまでもなく、法人ならびに学校当局の深い

ご理解の賜であります。

昨夏の会員総会開催に際しましては、同窓会設立の主

旨に則り、「みんなで語ろう同窓会」のスローガンのも

と、年代層を超越した楽しい会合となりました。学校創

立時より今日まで、特別編集されたフイルムが、大きな

スクリーンに映し出されたとき、それに見入って思い出

を語る出席者に、多くの皆様は、感動された事でしょう。

どうか会員の皆様、あの感動を胸にいだいて、来る総

会で再会する日を楽しみにして待ちましょう。

目　　次

21世紀を展望する ……………………………… 2・3

在校生クラブ活動 ……………………………… 4・5

会務報告 ………………………………………… 6～8

告知板………………………………………………… 9

会員だより …………………………………… 10～13

サッカー …………………………………………… 14

甲陽行進曲の歌詞について ……………………… 15

校歌・応援歌 ……………………………………… 16



甲　　陽　　だ　　よ　　り（2） 平成１２年２月２３日 第６１号

2 1 世 紀 を 展 望 す る

「ユートピア」をかかげたい・かつぎたいという欲求

からも、「革命」による「天下ご一新」の快楽をチラつ

かせてユートピアをかつがせたがるエセ予言者への信従

からも、きれいサッパリと手を切ること。なすべきは、

それぞれの受持ち=「現場」において、日々の「たえざ

る革新」につとめることにつきる。－21世紀には、その

ような、「ユートピア」幻想との最終的絶縁を覚悟した

人がふえるであろうし、断然ふえてほしい、と考えます。

去りゆく20世紀が今なお実証しつづけているもっとも重

要な教訓のひとつ、それは、なべての「ユートピア」幻

想、とりわけ「我に義あり」と自認するインテリたち=

書記たちが「人民大衆のために」という名分をかかげて

実施・強行する「ユートピア」幻想のおそろしさ、犯罪

性にほかならないからです。

古代では貴族から、中世では領主から、現代では資本

家から搾取されている勤労大衆を社会の真の主人公へと

押しあげる「地上天国」建設の法則・方法はわれわれだ

けが知っている
� � � � �

、とマルクス・レーニン主義者たちは信

じていました。生々展開してやまぬ巨大な宇宙知の前で

己をむなしくするどころか、おのが認識・知性を科学的

真理と信じこむのですから、これこそ「迷信」です。疑

似信仰とすら言えません。なぜなら、信仰とは、自分は

知らないことを知っているという「真の知識」に他なら

ないからです。ユダヤ民族をひきいて出エジブトしたモ

ーゼは、約束の地カナーンへ行く道を知りませんでした。

自分は知らない以上、ことごとに神に聴従するしかない。

現場から、真の現実から聴き続けるほかにない。そのこ

とをモーゼは知っていた
� � � � �

のです。

迷信を万人に受け入れさせることは不可能です。され

ばこそ、一党支配の帝国は、秘密警察によって裏打ちし

た「恐怖」を基本的統治手段とすることでのみ、成立し

えたのです。（戦前にいちはやく、「あらゆるイズム（～

主義）を排すべし」「イズミスト無用」と喝破してやま

なかった大ジャーナリスト、長谷川如是閑翁の意見には、

今さらながら頭が下がります。ちなみに、モスクワ、北

京から一時はプノンペンまで展開した「ユートピア」帝

国が圧殺した犠牲者の数は、控えめに見ても8,500万人

を下らないことが明らかにされています。『共産主義黒

書』〔パリ、1997年；ケンブリッヂ、ロンドン、1999年〕

参照

新しい年2000年も心配した混乱もなく明けましたが、

皆様におかれましてもそれぞれ新たな思いをもって新年

を迎えられたことと思います。

私も今年は仕事の上で懸案事項に早く目途をつけねば

ならないと、気を引き締めています。

社内に対する年頭の挨拶で、今年はネットワークとス

ピードの年だと言う話をしたのですが、最近の携帯電話

とインターネットの普及はすさまじいものがあります。

なにせ飲み屋の女の子（尤も若い子ですが）たちがイン

ターネットをはじめる時代ですから…。

実はこの原稿も編集委員の西村君より急遽ピンチヒッ

ターを頼まれ出張先の北海道からＥ-メールで送るので

何とか締め切りに間に合いそうです。

このようにインターネットによって距離と時間、階層

や年齢を超えて均一な情報が得られるようになりまし

た。これは世界的な現象であり、その結果社会はグロー

バル化し、情報の共有化が進むわけですが、決してグロ

ーバルスタンダードというわけではありません。

グローバルな（といってもアングロサクソンアメリカ

ン的な）ルール、スタンダードなツールができるという

だけで、その中で重要になってくるのはそれぞれの価値

観と個性だと思います。

いかにこの変化とスピードに乗り遅れないで、しかも

自分自身を見失うことなく生きて行くかということが求

められているのではないでしょうか。

そういう意味で今こそ「ゆとり」が求められている時

代ではないでしょうか。

今年も私は自分のゆとりは忘れて、人様のためにゆと

りある時間、船旅の提供に全力をあげていくつもりです。

忙しい人はフェリーで一泊、暇な人は豪華客船で世界

一周などいかがでしょうか。

鈴木　博信（34回）

ユートピア幻想と絶縁する

入谷　泰生（46回）

遅れず焦らず
新日本海フェリー
日本クルーズ客船

桃山学院大学社会学部教授

社　長
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近藤　博史（56回）

21世紀の病院
徳島大学医学部附属病院医療情報部副部長
徳島大学医学部附属病院講師　

私は大学卒業後、内科、放射線科から現在、病院の情

報化を推進する医療情報部に身を置くものとして、病院

の情報化について現状から近未来について述べます。

画像診断機器の変化は大きく、検診で撮影される胸部

写真、大腸ガンの透視検査の透過Ｘ線画像は平板状のＸ

線センサーの開発により直接デジタル画像として取り込

まれフィルム現像が不用になってきます。超音波、ＣＴ、

ＭＲＩ（核磁気共鳴画像）などの機器は時間、空間分解

能が向上し、機能的な情報も立体的に与えてくれるよう

になってきています。

これらの診療情報は数十から数百ＭＢのデータ量にな

り、病院情報システムは最先端のネットワークを必要と

しています。また、患者プライバシーの問題から、最先

端のセキュリティー技術が使われます。

３次元データの病院内への供給は、脳や肝臓の手術の

ナビゲーションシステム、整形外科手術後のシミュレー

ションを可能にし、バーチャルリアリティーを用いた外

科医教育にも使われます。内視鏡手術は腹腔鏡下胆嚢摘

出術から始まりましたが、胸腔鏡下肺手術から乳房など

腔を持たない臓器にも適応を広げ、一般手術に比し侵襲

が少なく増えていくものと考えます。

癌や血管閉塞に臨床試験の開始された遺伝子治療は手

術さえも無くす可能性があります。

一方、病院を取り巻く環境はたいへん厳しく、保険費

の引き締めにより効率化が強く要求され、情報開示に基

づく競争の時代になってきています。診療内容について

も個人の経験だけではなく広く情報検索し、証拠に基づ

く医療（ＥＢＭ）の推進が叫ばれ、クリティカルパスと

呼ばれる診療支援が病院情報システムに必要になってき

ています。

また、医療機関の連携による医療の効率化、サービス

の向上が叫ばれ、これらの推進には病院内での診療情報

の電子化が不可欠で、昨年厚生省も認めるところになり、

いっそう情報化は進むものと思われます。私の年代にと

っては宇宙船スタートレックの時代に近づいてきた感が

あります。

今 西　昭（57回）

「教育改革」で学校歴社会は変わるか

甲陽学院高等学校教諭

中央教育審議会は、「ゆとり」の中で子どもたちに

「生きる力」を育むことを提言（96年）、さらに教育にお

ける形式的な平等の重視から個性尊重への転換をうたっ

て大学入試の改善を求めた（97年）。いわゆる「教育改

革」の方向が示されたのである。大学に対して答申は次

のように求める。学力試験偏重の入試を改め、出身高校

の調査書・小論文・面接・実技検査・推薦文を活用せよ。

さらに単位互換・編入学・社会人入学などを拡大せよ。

そして社会に対して次のように求める。世の親は、学校

歴神話から覚醒せよ。企業は、学校歴より学習歴を重視

し、能力主義による採用・昇進に努めよ。これら「教育

改革」を実現するため、2002年から完全学校五日制が導

入され、高校では2003年から教育課程が改正される。一

方で、少子化により2009年までには大学志願者数が大学

総定員を下回る、「大学全入」時代がやってくる。果た

してそれで学校歴社会=受験地獄はなくなるのだろうか。

学校歴神話は簡単には崩れない。多くの大学では実質

的に入試がなくなるが、一部人気ブランド大学では厳し

い受験競争が続く。これが定説だろう。しかし意外な形

で学校歴社会は変わるかもしれない。受験生自身の変化

によって。少子化=過保護、情報の断片化とヴィジュア

ル化の中で、受験生の自ら考える力（生きる力）は低下

の一途だ。自ら問題を発見し、自ら考え、自ら行動する

ような人材は希少だし、希少な彼ら（彼女ら）が人気ブ

ランド大学に集中してくる保証はない。というのも「生

きる力」は入試では計りがたいからである。そうなると

企業も、学校歴による一括採用はできなくなるだろう。

「生きる力」を持った希少な人材を、自前の入学試験や

昇進試験で発掘せざるをえない。こうした労働力の流動

化を背景に、長く信じられてきた学校歴神話は（教育改

革によってではなく）あっさりと崩壊していくかもしれ

ない。
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《中高だより》

クラブ活動の現況

母校のクラブはどうなっているだろうか、との関心をお

持ちの同窓諸兄も多くいらっしゃると思います。『甲陽

だより』では今号から3回に分けて、各部の現況につい

て部員の声を紹介します。今回は高等学校から。

アンサンブル部

「音楽と展覧の会」での発表を中心として活動をして

います。入学式・卒業式・体育祭等の行事にも演奏で活

動をアピールしています。また、他校との親善を図るた

め、私学親善音楽会、西宮市高吹連定期演奏会、ジョイ

ントコンサートにも積極的に参加しています。

「もっと上手くなりたい!!」と生徒達から湧きあがっ

た声により参加し始めた吹奏楽コンクールも10年目を迎

え本年度は、高等学校小編成の部で西阪神地区大会・兵

庫県大会に出場しました。

また、アンサンブル部ＯＢ会主催となる第３回甲陽ウ

インド・アンサンブルの夕べに出演し、先輩達との合同

演奏の中に「これが甲陽のアンサンブル部の音楽」と、

本来の音楽のもつ楽しさと、先輩達の優しさを部員一同

が感じた演奏会もありました。

活　動

�３月　ジョイント・コンサート（神戸文化中ホール）

�４月　中学（７日）高校（８日）入学式

�５月　体育祭

�７月　親善音楽会（阪神私学高等学校音楽連盟）・

兵庫県吹奏楽コンクール

�９月　音楽と展覧の会（23日）

受　賞（1999年度）

�兵庫県吹奏楽コンクール西阪神地区大会

（高校小編成の部）最優秀賞（５年連続）

�兵庫県吹奏楽コンクール（高校小編成の部）

金賞（４年連続）

グリー部

男声合唱部です。週2回の練習ですが、兵庫県の総合

文化祭で阪神地区連合合唱団に参加しました。男声合唱

は、甲陽の独壇場です。生徒主体のジョイントコンサー

トでも中心的な役割を果たしています。

顧問の先生方は、発声から姿勢の矯正まで丁寧に指導

してくれます。和気藹々とした雰囲気で声を出すのを楽

しむ。そしてハーモニーが出来たら感動的。僕らは、ク

ラシックからポップスまで歌います。そんな我々ですが

さらに活動の場を広げるべく仲間を募集しています。

活　動

�音楽と展覧の会（講堂音楽会・ルームコンサート）

�兵庫県総合文化祭（合唱団）

�ジョイントコンサート（西宮・芦屋・尼崎・宝塚の高　

校の合唱部による生徒主体のコンサート）

生物部

今年の生物部は、水質の調査や洗剤についての調査な

どの身近な事柄を検証して行く実験やプラナリアの再生

や神経細胞の観察、花の色素についての実験など、生物

の謎を解き明かす研究といったいろいろな分野の研究を

各自が行っています。

活　動

�９月音楽と展覧の会（23日）

美術部

「音楽と展覧の会」での発表を中心として活動をしてい

ます。また、他校との親善を図るため、私学連合美術展、

五私学美術展に参加することもあります。工作を中心に、

コンピューター等の新しい媒体を使って表現する部員も

おり、試行錯誤しながら制作しています。

公認会計士 渡邊功事務所
公認会計士/税理士　渡 邊　　功（43回）

〒541－0043 大阪市中央区高麗橋4丁目5番8号　HAC2階

TEL（06）6227－1045 FAX（06）6227－1046

E-mail：watanabwe@wit.ne.jp

高垣公認会計士事務所
公認会計士　高 垣　宗次郎（45回）

〒107－0052 東京都港区赤坂1丁目1番7号
オリエント赤坂モートサイド1010

TEL（03）5413－7383
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剣道部

剣道部は、部員19名で普段は４時から５時40分まで活

動しています。時間は短いですが、実りのある練習を目

指し筋肉トレーニングやラダートレーニングなど最新の

方法を取り入れ近畿大会出場を目指しています。今年は

２年生も含めると二段取得者が６名とメンバーも充実し

ており、上島、藤田、橋本の3先生が指導され、目標を

遂げていきたいと考えています。

試合戦績

1999年度

�５月　阪神地区高等学校剣道大会　第３位

�６月　兵庫県総合体育大会剣道大会　３回戦敗退

�８月　兵庫県民体育大会剣道大会　３回戦敗退

�９月　兵庫県私立剣道大会　ベスト８

�10月　阪神地区高等学校新人剣道大会　準優勝

�11月　兵庫県高等学校新人剣道大会　３回戦敗退

三校（関学・六甲・甲陽）剣道大会　第２位

�２月　西宮市高等学校剣道大会（仁川学院）

サッカー部

サッカー部は、現在部員31名（２年生15名・１年生16

名）で普段は４時から５時30分まで活動しています。

強いと言われながら（？）結果を残せず、５部に落ちた

去年のくやしさをバネに、20世紀中に３部まで昇格する

ことを目標にしています。

試合戦績

1999年度

�３月　阪神地区高等学校サッカー大会春季リーグ戦

４部残留（対猪名川６－２・対市尼崎１－２・

対尼崎稲園３－０）

�５月　高等学校総合体育大会兵庫県大会　４回戦敗退

（２回戦　対播磨南１－０・３回戦対　高砂

３－０・４回戦　対小野０－１）

�６月　灘・甲陽定期戦４－１にて甲陽の勝利

�８月　高等学校サッカー選手権大会阪神予選リーグ

予選リーグ敗退（対西宮甲山１－２・対伊丹北

０－３・対西宮北１－１）

●11月　阪神高校サッカー秋季リーグ戦　４部Ｂブロッ

ク５部降格（対県西宮０－２・対武庫工業１－

１・対尼崎東１－３）

野球部

野球部は、現在部員26名（３年生７名・２年生５名・

１年生14名）で普段は４時から５時30分まで活動してい

ます。練習試合も年間十数試合こなしています。

試合戦績

1999年度

�４月　春季県大会西阪神地区予選（対猪名川６－２・

対市尼崎１－２・対尼崎稲園３－０）

�５月　西宮市民大会４回戦敗退（２回戦　対播磨南１

－０・３回戦　対高砂３－０・４回戦　対小野

０－１）

�７月　夏季県大会第81回全国高等学校野球選手権兵庫

大会　２回戦敗退（１回戦　対市神戸工７－

４・２回戦　対社０－６）

�８月　秋季西阪神地区大会県大会出場決定（１回戦

対西宮北４－８・敗者復活戦　対宝塚５－３・

２回戦対　西宮甲山10－９・３回戦　対西宮北

８ー７）

�９月　秋季県大会１回戦敗退（１回戦　対明石南コー

ルド負け）

�11月　阪神間私学大会

今年度の公式戦は、すべて終了しました。

本頁の内容については甲陽学院のホーム・ページでも

写真入りでご覧になれます。

ＨＰアドレス　http: //www.koyo.ac.jp

杉田公認会計士事務所
公認会計士/税理士　杉 田　一 弥（56回）

〒550－0013 大阪市西区新町1丁目8番6号　三愛ビル

TEL（06）6541－8331㈹　FAX（06）6541-1684

中務公認会計士・税理士事務所
公認会計士/税理士　中 務　裕 之（57回）

〒541－0059 大阪市中央区博労町2丁目4番11号　中博ビル201

TEL（06）6263－9939 FAX（06）6263－9959

E-mail：naka44@osk.3web.ne.jp
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会 　 務 　 報 　 告

平成11年12月末日までの会務報告を申し上げます。昨

年1年間の同窓会の諸活動は、10年度に行った各委員会

からの提言を纏め、理事会・役員総会で議論し、その承

認を得まして、その諸施策の実施と会務の改善を行って

きました。これらは、云うは易く行うに難しい問題ばか

りでありました。特に財政の改革は、数字の上では健全

化されたかに見えますが、その内実は新年度にさらに議

1．会員総会、並びに諸会議等の活動報告について。

論し結論を出して、それを実行に移さなければならない

諸問題を多く抱えています。そうは云っても、現実には

同窓会活動は組織として活性化され、組織として活発に

動けるようになれたことは、役員並びに関係各位のご理

解とご協力の賜ものであり、ここに真の感謝と御礼を申

し上げる次第であります。

① 本年度・会員総会について。

＊この８月に開催されました会員総会について、先ず数

字の面からご報告を申し上げます。当日の出席者の総

数は217名、同窓生の出席は205名となっています。例

年は100名前後ですが、今回は100名余の増となってい

ます。

＊収支の面では、会費収入が441千円で、収入総計473千

円となっています。これに本年度の事業予算に計上し

ています500千円を組み入れまして、973千円が会員総

会に使える収入面の金額となります。

＊一方、支出の面では、懇親会費用等が736千円と、会

場設備並びに機器の賃借料などが222千円と、消費税

等が124千円で、支出合計が1,082千円となりました。

＊収支を差引きしますと、109千円が支出増となり赤字

となっています。この赤字の大きな要因は、今回は

色々と電気設備、例えばプロジェクター・ビデオデッ

キ・カセットデッキ・ワイヤレスマイクなど、特殊な

設備を要しましたのが、支出増を招きました要因であ

ります。この赤字の会計処理は、決算時に調整したい

と考えています。

＊会員総会が終わりました後、会員総会運営委員会で反

省会を開催し、会員総会の総括を行いました。その評

価は、例年の講師を招いての講演ではなく、70周年・

80周年のビデオを編集して、それを映写しながら各場

面において、それぞれが抱く母校への熱き思い・仲間

のこと・当時の出来事を、誰彼となしに全員がマイク

を持って語り合ったことは、今までにないことで、こ

れで同窓会は一つになった、皆の心が通い同窓会は一

つの輪になれた、このことが今後の同窓会の活性化に

繋がるのではないかとの評価を得ました。これと同時

に、例年にない参加人員の増は、各委員や企画関係者

の努力もさることながら、インターネットをとおして

呼び掛けた効果は大きいものがあります。これからは、

これの活用を研究し活発にしなければならないと痛感

しています。また、参加者から数々のお便り・お電話

を頂戴し、その全部の方々から今回の会員総会には興

奮した、大成功だ、今後も期待しているとのお言葉を

頂戴しています。

② 各委員会・諸議会の開催状況について。

＊下記のとおり、各会議を持ってきました。特に各委員

会につきましては、昨年度からの方針に従い、各委員

会には出来る限り幅広い層から、また新風を期待して

若手層をも起用するよう配慮をしてきました。これに

より時代に即応した新鮮な多くのご意見や・お知恵を

吸い上げることが出来るようになり、これを同窓会の

事業活動に生かす努力を積み上げて参りました。これ

が本年度の新しい前進の源となっています。

1. 第１回・常務理事会（11, 4, 20.）

2. 第１回・会報編集委員会（11, 5, 7.）

3. 第１回・会員総会運営委員会（11, 5, 7.）

4. 第２回・会員総会運営委員会（11, 6, 2.）

5. 第２回・会報編集委員会（11, 6, 4.）

6. 第３回・会報編集委員会（11, 6, 30.）

7. 第４回・会報編集委員会（11, 7, 7.）

8. 会報編集委員会（11, 7, 16.）

9. 会報編集委員会（11, 7, 28.）

10. 会報編集委員会（11, 7, 29.）

11. 第３回・会員総会運営委員会（11, 7, 17.）

12. 第２回・常務理事会（11, 8, 9.）

13. 会員総会運営委員会（11, 8, 22.）

14. 会員総会運営委員会（11, 8, 27.）

15. 平成11年度・会員総会（11, 8, 28.）

16. 第４回・会員総会運営委員会（11, 9, 21.）

17. 第５回・会報編集委員会（11, 10, 27.）

18. 第３回・常務理事会（11, 11, 10.）

19. 平成11年度・理事会（11, 11, 30.）

20. 平成11年度・四者懇談会（11, 12, 10.）

21. 第６回・会報編集委員会（11, 12, 15.）
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2．同窓会会計の4～12月・収支報告について。

① 先ず、「表・No.1」でありますが、これは過去６年間

の年会費と終身会費の収入状況表であります。平成６年

度から９年度までの、会費入金状況と比較しますと、本

年度は約２倍増となっています。10年度の大幅な伸びと

比較しましても、今年３月末までには、恐らく10年度の

２倍増以上の数字になるものと推測しています。

② 次に、平成11年度（12月末日現在）の収支状況でありますが、

＊以上が12月末現在の収支状況でありますが、本年度の

支出の予算額が、979万円（予備費・782万円を除く）

を計上していますが、役員総会で承認を得ました同窓

会活動の計画予定に従い、予算面の支出は予定どおり

推移していますので、本年度の支出は予算の範囲内で

収まるものと考えています。

＊ちなみに、この12月末の現預金残高は、17,278千円と

なっています。

＊これについては、この３月末の決算時には現預金残高

が予測以上の高額になります。よって、過去数年度に

わたり基本金を取り崩して、その年度の赤字補填を行

っていますので、この補填分の補充を役員総会の承認

を得まして行いたいと考えています。

＊勿論、本年度は事業費の合理化と経費の軽減に知恵を

搾り、特に会報の発行にあたり、会報編集委員会のご

努力により、前年度に比較しまして、約50万円の経費

節減を行っています。これは印刷関係を見積入札にし

たこと。更に、郵送料について、編集委員が一部を手

作業で行うことにより、郵送料軽減の特例を生かした

ことによります。そのご苦労とご熱意に感謝を申し上

げます。

＊このように、支出につきましては、出来る限りの合理

化と経費の節減に努力を傾注し、貴重な財源の目減り

を防いでいます。ただ、将来の同窓会業務の合理化・

更なる経費の節減、そして将来の同窓会の発展と活性

化に結びつきます、パソコン関係とインターネット関

連の経費につきましては、予算を多少オーバーしまし

ても、その充実を図るために、その設備や備品を整え

て行きたいと考えていますので、これにつきましての

ご理解とご了承をお願い申し上げます。

＊収入の部で、「寄付金」の科目を新設（会則には記載

されている）しました。これの理由は、昨年８月に残

［収入の部］

＊年　会　費 ……………… 3,934,000円

＊終 身 会 費 …………… 11,736,000円

＊名　　　　簿………………… 475,000円

＊広　　　　告………………… 140,000円

＊総 会 会 費………………… 473,000円

＊利　　　　子 ………………… 15,329円

＊寄　付　金………………… 500,000円

＊雑　収　入……………………… 650円

［支出の部］

＊人　件　費 ……………… 1,521,520円

＊交　通　費 …………………… 2,040円

＊需　要　費………………… 577,071円

＊会　議　費 ……………… 2,292,292円

＊事　業　費 ……………… 1,621,354円

＊雑　経　費………………… 326,922円

＊予　備　費………………………… 0円

◎収 入 合 計………………17,273,979円 ◎支 出 合 計 ……………… 6,341,199円

［差引き収支］…………………… 10,932,780円

〔表・No.1〕　◇過去年会費納入状況表（H6年度～H11年度分）� （単位：円）�

（註1）H6年度からH9年度までの年間費の数字は、終身会費も含まれています。　（註2）H11年度分は、11年12月末日現在の数字です。�

�

総収入�

（年会費）�

�

（終身会費）�
�

（新卒者）�

（入会金）�

Ｈ６年�

6,518,744�

�

4,458,744�

�

�

1,442,000�

618,000

Ｈ7年�

4,852,500�

�

2,812,500�

�

�

1,428,000�

612,000

Ｈ8年�

4,851,000�

�

2,781,000�

�

�

1,449,000�

621,000

Ｈ9年�

5,683,470�

�

3,684,100�

�

�

1,400,000�

599,370

Ｈ10年�

8,431,000�

�

5,472,000�

�

899,000�

1,442,000�

618,000

Ｈ11年�

（15,670,000）�

�

（ 3,934,000）�

�

（11,736,000）�

（ 0）�

（ 0）�

�

2,602件�

�

85件�

（1,430件）�

�

（641件）�



甲　　陽　　だ　　よ　　り（8） 平成１２年２月２３日 第６１号

念なことですが、40回の小村倫弘氏がご病気で亡くな

られ、ご遺族の方からのご連絡で、頂戴しました香典

の一部を故人の希望で母校の同窓会に寄付をしたいと

の申し出があり有難く頂戴しました。ただ、この寄付

金を一般会計で処理するには、何か故人のご意志に背

くような気がします。よって役員総会にご提案をしま

して、特別会計を設けるなどして意義ある事業を考え、

これを積み立てる制度を設けたいと考えています。

3．同窓会財政の展望等について。

＊事務局から、特にご理解を得たいことは、同窓会とし

まして初めて手持ちの現預金残高が、12月末現在で

1,700万円と、かってないほどの高額となっています。

これを持って同窓会財政が健全化されたと考えてはい

ません。これは、あくまでも一過性のもので、来年度

もこれだけの金額が確保される要因はありません。

＊その理由は、特に終身会費が1,173万円と高額な入金

になっていますが、その内容を分析しますと、過去に

年会費を毎年に亘り真面目に納付されていた方々が、

本年度の終身会費制度の実施に伴い、終身会費納付に

切り替えられています。と云うことは、終身会費の納

付は今回これ１回限のもので、後は年会費も何も納付

されることはありません。このことにより年会費の納

付自体が、来年度から毎年に亘り激減していくものと

考察しています。

＊毎年の必要経費を、諸物価の上昇や社会一般の状況の

変化等を考慮して、通常・800万円から900万円と推定

すれば、せっかく納付して頂いた終身会費の金額を、

年会費納付の減少に伴い、これを取り崩さざるを得な

くなり、ひいては再び深刻な赤字財政を招くことにな

りかねません。

＊ここに同窓会財政の抜本的な改革と、財源確保の道を

模索しなければならない要因があります。10年度の会

務運営委員会からの懸案事項（年会費の増額、新卒者

から終身会費制の適用等）として、その真剣な検討と

抜本的な解決を答申されています。これが新年度には

真正面に取り組まなければならない大きな課題と考え

ます。

4．終身会費制度の特例等について。

＊会報60号の会務報告にも記載していますが、終身会費

制度の金額設定は12年度末までの特例であります。こ

の間の金額設定［表・No2参照］には相当のメリット

が付加されており、13年度からの年会費改定と、これ

に伴う終身会費の金額設定の改定を視野に入れれば、

メリットの大きいこの機会に、より多くの方々に終身

会費制度を活用して頂きたいとのお願いの期間（12年

度末まで）でもあります。

＊同窓会費の入金処理は、平成元年度分から入金をパソ

コンに入力して正確を期しています。よって終身会費

を納付されても、平成元年度からの年会費が一部でも

未納であれば、その未納の年会費は納付して頂くこと

になります。この年会費等の納付状況は、会報の封筒

の宛名欄に記号化されて記載しています。この記号の

解読は、次頁に解説をしていますので、ご確認を頂き

たくお願い申し上げます。［文責・有田（31回）］

〔表・No.2〕　◇終身会費・各回別金額設定表�（単位：円）

回 生�

1回�

2回�

3回�

4回�

5回�

6回�

7回�

8回�

9回�

10回�

11回�

12回�

13回�

14回�

15回�

16回�

17回�

18回�

19回�

20回�

21回�

22回�

23回�

24回�

25回�

26回�

27回�

28回�

29回�

30回�

金　額�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000

回 生�

31回�

32回�

33回�

34回�

35回�

36回�

37回�

38回�

39回�

40回�

41回�

42回�

43回�

44回�

45回�

46回�

47回�

48回�

49回�

50回�

51回�

52回�

53回�

54回�

55回�

56回�

57回�

58回�

59回�

60回�

金　額�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,500�

11,000�

11,500�

12,000�

12,500�

13,000�

13,500�

14,000�

14,500�

15,000�

15,500�

16,000�

16,500�

17,000�

17,500�

18,000�

18,500�

19,000�

19,500�

20,000�

20,500�

21,000�

21,500�

22,000�

22,500�

23,000

回 生�

61回�

62回�

63回�

64回�

65回�

66回�

67回�

68回�

69回�

70回�

71回�

72回�

73回�

74回�

75回�

76回�

77回�

78回�

79回�

80回�

�

高商・1�

高商・2�

高商・3�

高商・4�

機械・1�

機械・2�

造船・1�

造船・2�

工業・1

金　額�

23,500�

24,000�

24,500�

25,000�

25,500�

26,000�

26,500�

27,000�

27,500�

28,000�

28,500�

29,000�

29,500�

30,000�

30,000�

30,000�

30,000�

30,000�

30,000�

30,000�

�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000�

10,000



甲　　陽　　だ　　よ　　り 平成１２年２月２３日 （9）第６１号

告　　知　　板

◇会報・第62号（今年7月発行予定）の原稿募集◇

母校の想い出話、母校に関連した俳句・短歌・詩、同窓生人
物紹介、「同窓会」・「会報」・「会員総会」への提案・要
望・意見・会員だより、クラブＯＢ会・職場甲陽会・甲陽趣
味の会、などの原稿を、同窓会事務局までお寄せ下さい。

◇広告掲載のお願い◇

昨年から会員の皆様方に「広告」の掲載をお願いしていま
す。今回も一枠 2 万円の掲載料です。皆様方のご好意をお
待ちしています。広告料は、会報の増頁や近い将来のカラ
ー頁の原資にさせて頂きます。同窓会事務局までお申込み
下さい。
＊原稿募集・広告掲載の締切日は、来年６月１日です。同
窓会事務局まで郵送、若しくはＦＡＸにてお届け下さい。
お問合せも、事務局までお願いします。

◇お知らせ◇

昨年７月に会報60号を発行しましたが、約200通が住所不明
で戻ってきました。事務局での調査にも限界がありますの
で、住所不明の方と同期の役員の方々にお願いして確認を
急いでいます。転居の際には、事務局まで必ず住所変更の
通知をお願い申し上げます。

甲子園都ホテルの「宿泊」と「飲食」の優待券を、会報60
号に同封して送付させていただきました。その優待券の期
限が2000年３月31日までと記載されていますが、同ホテル
と交渉しまして期限を１年間延長致しました。まだ利用さ
れていない方はそのまま優待券をご利用下さい。また、事
務局に優待券を保管していますので、電話・FAX等でご請
求を頂ければ、お手許まで郵送させて頂きます。

最近、甲陽学院同窓会を名乗り、名簿を出版するとの名目
で、同窓生諸氏の勤務先などを問い合わせる「怪電話」が
かかっているようです。
これは、同窓会・学校とはまったく関係がありませんので、
同窓生諸氏におかれましては慎重に対処されるようご注意
をお願い申し上げます。
なお、同窓会としましては1997年版「会員名簿」を発行し
ており、その後あらたな編集作業は行っていません。

■封筒下の記号の見方

平成11年12月31日現在での同窓会費の納入状況をご案内しています。

例：終身会員H11年度

♪ 卒 １ １ １ １ １ １ ０ ０ zz

② 下段には左から順に、平成元年度、２年度、…11年度の
年会費のお支払い状況を示しています。

① 上段には、前納の年度、または、終身会費を
お支払い頂いた年度を示しています。
その他の場合、この表示はありません。

１

０

当該年度分の年会費を納入済

〃 未納

z

zz

当該年度に終身会費を納入 ♪

卒

甲陽学院に在籍中

その年の３月に卒業〃 新終身会費　〃

▼記号の意味

従いまして、下段に含まれる0の個数　×　1000円が、未納の年会費となります。
同封の振り込み用紙にてお支払いください。

前掲の例の場合：平成元年度まで甲陽に在籍され、平成２年３月の卒業時に、７年分（平成８年度まで）が前
納されましたが、平成９、10年度分が未納のため、平成11年度に終身会員となった後にも、２年分2000円の未
納が生じていることを示しています。

◇平成11年度役員総会開催のお知らせ◇

下記のとおり、今年度の役員総会を開催いたします。理
事・評議員の方々におかれましては、ご多用中とは存じま
すが、同窓会の活性化のためにも、ぜひご出席くださいま
すようお願い申し上げます。

記
�日　時　平成12年３月23日（木）
�場　所　甲子園都ホテル
�議　題　①平成11年度決算の承認の件

②平成12年度予算の承認の件
③役員改選の件　
④その他

※理事は、各回の代表一人。評議員は、各回の代表若干名
で、各回の同窓生から選出された方々です。

◇「甲陽だより」編集委員・会員総会運営委員　募集◇

同窓会活動を支えている二つの実行部隊…「甲陽だより」
編集委員・会員総会運営委員を募集しています。
編集委員は、年２回発行のこの「甲陽だより」の企画・編
集・校正等の会議・作業に参加していただける方です。
会員総会運営委員は、夏の「会員総会」の企画立案から運
営に携わっていただける方です。
ぜひとも多くの方々のご参加を…！
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11回 甲士会

甲陽中学校第11回卒の私達甲士会は此の第55回を以て

納会と決意し、平成11年11月11日11時を期して甲子園都

ホテルに集まった。

既に歳も八十路半ば、幸運にも猶生かされてある会員

26名中の14名（プラスお付添2名計16名）が嬉々として

参集した。三重県四日市市在住の伊丹正彦氏が夫人同伴

遠路もものかわ、イの一番乗り、近く芦屋の山上史郎氏

もお付添に守られて脚の故障を押して「来たゾ」には思

わず感激した。

藤原幹事の挨拶で開会、幽界にある恩師の方々、学友

諸兄の御冥福を心底より祈った。

中沢幹事による過ぎ来し思い出の数々等、意外に初耳

も多く興深く拝聴した。特に松井佐治郎氏、山上史郎氏

等旧幹事諸兄の多年に亘る御世話には改めて深甚なる敬

意、謝意を表し上ぐるものである。今日迄甲士会が存続

し得たのも故人をも含め諸氏御努力の御蔭であった。

お馴染ポモドールのバイキング料理に存分の舌鼓、そ

の御好意にも甘え実に和気藹々「時」を忘れた。もう14

時半は過ぎていた筈。蓋し「友情」も亦不変不朽たるべ

く、残生も互いに苦楽を分かち合い、願わくば更なる万

福をと念じつつ猶も別れを惜しんだ。

当日の出席者（順不同、略敬称）

伊丹正彦・同夫人、山上史郎・同付添、藤原陸彦、

中沢栄一、北村隆磨、田澤利夫、田中親七、濱野正男、

森田　、松井佐治郎、三浦喜雄、肥田富太郎、

原田暎一、浅尾慶利（以上）

18回 山桜会
平成11年７月７日北浜「松乃」にて久方振りに山桜会

を開催。出席者は富田幸三郎、森本浩、前田倭男、青山

敏男、貴田忠三でした。（写真向って左より）

４月17日の新聞の別当薫君逝去の記事に我が目を疑っ

た。パリーグ本塁打王第１号43本塁打最優秀選手。選手

として数々の成績をあげＭＶＰに輝いた。君は球界の紳

士と呼ばれ温厚な性格は私達クラス全員が敬慕する人だ

った。君が投手として昭和13年８月第24回大会にて、さ

あこの一戦に勝てば明日は優勝戦だ。甲陽の生徒は一丸

となって応援したが準決勝に岐阜商業に３－１にて惜敗

した。君も私も海軍士官として、君は比島の第1021航空

隊にて、私はボルネオ島（現カリマンタン島）の第22根

據地隊にて激戦だったがお互に九死に一生を得て帰還し

た。あんなに武運の強かった君も病魔には勝てなかった。

沙羅双樹の花の蕾もまだ固い４月16日無情の風に誘われ

て、幽明境を異にした。御冥福を祈る。 （青山　記）

◇第24回大会◇　昭和13年８月甲子園球場

２回戦　甲陽中10－０山形中

３回戦　甲陽中３－０鳥取一中

準決勝　岐阜商３－１甲陽中

21回 桜組会

平成11年度クラス会は、秋深まる11月18日（木）、お

馴染のＬ亭はグルメＳ子で開催されました。

病後などで常連の２～３名が不参加だったのは残念で

したが、新顔を加えて10名が至極元気な顔で参集しまし

た。

最初に、最遠の加藤兄の音頭で乾杯。その後は例によ

って話がはずみ思い出話など時間を忘れての歓談となり
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ましたが、後の事もあって適当なところで三本締め、そ

して恒例の二次会はスナックの方へ移動してこれまた満

足するまで古い歌、新しい歌を熱唱、思いは尽きません

が、名残りを惜しみつつ散会となりました。

なお、来年は11月中旬の木曜日（16日？）に開催する

ことを内定。再会を約しつつ家路につきましたが、東京

や広島からの兄はその夜甲子園都ホテルに一泊、翌日の

帰郷は今年が初めての事でした。ご苦労様!!

（出席者）石田、鍵本、加藤、木村、是近、極楽地、鈴

木、別當、横山、長村　　　　　　　　　　（長村　記）

21回 梅組クラス会－江ノ島・箱根を回る

従来、関西以外で行ったことのなかったクラス会を今

年（平成11年）は関東で挙行した。

横浜戸塚区に住む「菊博士」金山の丹精の鉢を鑑賞し

ようと二泊三日の旅行となった。

11月４日、尾道から建内、新神戸から勝部、新大阪か

ら木下、中尾、京都から福地が乗車。JR東戸塚から金

山宅へ。見事な菊と夫人が陽光のなかに輝いて見えた。

間もなく、福岡から空路羽田に着いた森と、出迎えの白

石も到着。夫人の心づかいのビールで再会を喜びあう。

まず、鎌倉見物。すっかり観光地化したのに戸惑いな

がら鶴岡八幡宮にもうでる。780年前、公暁が実朝を殺

す前に隠れていたと伝えられる大銀杏は今も健在。

宿は金山の世話で日本鋼管江の島寮。部屋、浴場、食

堂とも上等でいうことなし。若者並にビール、酒が弾ん

だのには驚き。食後は囲碁や懐旧談、時局談に時を忘れ

る。

第２日はあいにく降り出した雨のなかを小田原から箱

根へ。ロープウエイに乗ったときは視界が晴れて小涌谷、

大涌谷の硫黄の噴煙、山々の紅葉、一等を奮発してリッ

チに芦ノ湖の眺望を楽しむ。

元箱根で関所跡を見学。関所破り未遂を見つけたとき

は、道に迷った「薮入り」扱いにして極刑を極力避けた

とは、幕府の役人もなかなかヤルーと一同感心。

雨と霧の中を車で熱海へ。夕食は最後の夕とあって大

いに盛り上がる。どちらかというと静かだった勝部が、

話題がアメフトになるや俄然学生時代、全国制覇したこ

とを熱っぽく語りだし、キチンの暖簾に首を突っ込んで

皆の飲み物の世話までし出したのには、一同呆気にとら

れた次第。

第３日、うって変わった快晴。熱海駅で東西に別れる。

クラス会はできたら毎年やろうと、参加全員が希望しな

がら。 （中尾　記）

写真は金山宅菊花壇の前で。

左より白石、金山、勝部、木下、森、福地、建内、中尾

21回 橘会の報告
平成11年11月７日（日曜日）に、第27回目の橘会を宝

塚市逆瀬川の「宝仙花」梅の間で開催しました。床の間

は鉄斎「教祖渡海図」の掛け軸、毎年のことながら有馬

温泉「中の坊瑞苑」の梶木剛常務差し入れの銘酒「梅錦」

もありました。開催に先立って、この一年間に亡くなっ

た大月尋男・出石宗三・鳴岩芳郎・福井庄次郎４君の冥

福を祈って黙祷、事務報告のあと乾杯、それぞれが近況

報告を兼ねて歓談しました。出席者は写真前列左から井

本幸雄・筒井潤・一色皓・羽間重光・船越和幸、後列森

岡甲子男・犬伏佳郎・林信男・遊佐英一・濱口博章・入

間田謙佶の11名、最初は13名のはずでしたが、体調の加

減で自重する方もあって減少しました。入間田君が夫婦

で犬の散歩中、震災に遭遇した体験を語られたのは印象

的でした。来年も11月５日の第一日曜日「宝仙花」でと

決定しましたので、一年先の予定をお願いします。幹事

は引き続き濱口がさせていただきます。

（撮影 入間田君、報告 濱口博章）

（追記）

平成11年11月27日に西松元康君が、12月１日に高橋純

平君が亡くなられました。謹んで御冥福をお祈りいたし

ます。
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23回 芳梅会
昭和19年卒業の梅組クラス会が、芳梅会として正式に

発足したのは、昭和38年８月甲子園口の桃源閣、参加者

は26名でした。爾来毎年開催され今年は第35回目に当た

ります。第９回迄は諸先生方もお招き申し上げ、深江、

谷本、町田、北村、富岡の諸先生方に、ご参加頂きまし

た。第10回より一泊旅行となり、夫人同伴が始まったの

は第14回からです。以降毎回数名の夫人参加があり、今

では、30名前後の出席者となりました。

芳梅会の誇りとするところは、第１回から第35回迄の

資料、集合写真（最近はビデオテープ）を保存している

ことです。カメラ担当の石上兄の尽力によるもので、欠

席者にもビデオを回覧して雰囲気を楽しんで頂いており

ます。又サブ組織として阪神並びに東京芳梅会があって

夫々の活動をしております。平成７年阪神大震災に際し

ては、東京側がいち早く各地在住の会員に呼びかけ、励

ましの言葉や見舞金を代表に託され、その温情が被災地会

員の心を和らげ、精神的立直りのきっかけとなりました。

平成11年度芳梅会は、倉敷～鷲羽山（9/27～28）で実

施。今迄は温泉地、各所旧跡での開催が続きましたが、

今回は大原美術館と重要文化財大橋家住宅（級友大橋兄

は第８代当主）の見学を、とり入れました。参加者は男

性23名女性６名と相変らずの盛況でした。美術館では別

室で副館長原氏より、大原孫三郎の夢と情熱、先見性、

モネ「睡蓮」マチス「画家の娘」グレコ「受胎告知」

等々の解説をして頂き、又大橋家住宅では、同家の歴史

と偉業の説明を受け、非公開の二階迄案内頂き、長屋門

を構えた町家、大地主大橋家の往時を偲びました。宿泊

地鷲羽グランドホテルに移動、瀬戸内海を一望しつつ、

懇親会、二次会と大いに盛り上り、深更に行びました。

翌日は岡山城後楽園、倉敷チボリ公園、四国巡礼と希望

コースに別れ三々五々解散しました。

既に物故会員12名を数えますが、何時迄も健康で、芳

梅会が継続できることを、念願しております。

（土井省吾　記）

24回 学年同窓会
明石海峡大橋が、一望に開けます「舞子ビラ」に於て、

６月26日（土）一泊しての懇親の夕べを開催致しました。

南方龍雄氏（橘組）の総司会にて、先ず先生方を含む物

故者への黙祷に始まり、比留井博氏（李組）の開会の挨

拶のあと、植田悟郎氏（桜組）の乾杯の音頭で宴が始ま

りました。青春時代を懐しみ想い出話から近況報告まで

時間がいくらあっても足らないようでした。

校歌及び応援歌、大合唱のあと、奥田修氏（桃組）の

閉会の辞でやっと終わる事が出来ました。

私達は２年に一度開催して参りましたが、今回はロケ

ーションが良過ぎたのか、人数が前回より少なくなりま

した。どうか同期の方、次回には初めての参加の方が多

くなりますようお願い申し上げます。（小林（桜組）記）

参加者、桜組７名、桃組４名、梅組６名、李組５名、橘

組８名、合計30名。

25回 桜組クラス会
平成11年度桜組クラス会を平成11年10月16日（土）、

錦織達郎さんのご盡力により関西電力中之島プラザで開

催しました。

本年は17名の出席でありました。遠く鶴岡から小田圭

昭さん、宮崎から山本喜典さん、及び目が不自由で暫く

参加されていなかった小島昭三さんが家島から久々の参

加でありました。

平成11年初頭に逝去された山中保さんのご霊前に、ク

ラス会の名前でご香料をお供えし、謹んでご冥福をお祈

り申し上げた事が報告されました。又、常念寺住職の瑞

穂光信さんから、ミャンマー（旧ビルマ）には貧しさの

ため、学校が不足している処もあり、仏教徒として「ミ

ャンマーに学校をたてる会」を設立して居られ、席上そ

の趣旨説明があり、出席者全員から１人1,000円宛寄付

を致しました。更に、小島昭三さんは愛吟の一節を披露

されるなど、和気あいあいの中で楽しい一刻を過ごし、

最後は、恒例の如く校歌及び応援歌の大合唱で締めくく

り、来年2000年での再会を約束して散会しました。

来年のクラス会は、平成12年10月下旬の土曜日に、本

年と同じく関西電力中之島プラザで開催を予定して居り
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26･27回 梅組クラス会
平成11年12月11日夕方より、三宮リクルートビル「木

曽路」にて忘年会を持ちました。あとルミナリエを直前

にひかえて盛上がる三宮のネオン街に繰出し、クラブバ

ーでのカラオケ合戦で今世紀の有終の美を飾りました。

今年は今回だけの集いで終わりましたが、例年は夫婦同

伴の小旅行等を含み年２・３回の集りを持っております。

卒業後50年以上を過ぎ古希を前後する齢に達しておりま

すが、次世紀に向けての新しい意欲に全員燃えております。

遠路平塚から大島君、富士宮からの衣手夫婦の出席者は、

同窓会の優待券を利用させて頂き甲子園都ホテルに宿泊し

た事は勿論です。謝意を表しておきます。（衣手　記）

当日出席者　左から小竹、浜本、梅垣（幹事）毛利（幹

事）上枝、三宅、千田、大島、天野、衣手夫妻

29･31回 同期会
母校・甲陽の学び舎を卒業して1900年代最後の同窓会

を、昨年11月27日（土）に例年のとおり梅田の新阪急ホ

テルで行った。集う仲間は40名余であった。我々仲間の

合い言葉は「ネバーギブアップ！どんな時にも明るく楽

しく！」である。青春時代に出会った仲間たちと築いて

きたこの心意気は、我々仲間の常に力強い武器であり心

の支えであった。この合い言葉を胸に、卒業後の人生を

戦い乗り越えてきたが、あの懐かしい甲子園の学び舎を

巣立って、もう今年は50年の節目を迎えることになった。

卒業50周年記念同期会は、秋酣の10月28日（土）に開

催の予定であるが、これを盛大な意義ある集いにすべく、

50回 同窓会
平成11年8月14日、お盆の最中の土曜日に、大阪のホ

テル阪急インターナショナルで、学年全体の同窓会を開

きました。六年間お世話になった藤野吉平先生をお招き

し、42名の同窓生が集いました。私達の学年は、1950年

生まれ（早生まれは1951年）、甲陽50回生、夏の甲子園

大会も第50回と区切りのよい学年ですが、インパクトの

強い点は、学園紛争で東京大学の入試が中止になった年

の卒業生です（東大卒の同窓生も何名かいますが）。

卒後年を経るにつれ、クラス単位の同窓会では出席人

数が少なく、Ｄ組+Ｂ組、次に+Ｃ組、最後にＡ組が加

わり、合同の同窓会として３回目になります。

昔の面影が全くなく名前を聞くまで想像すら出来なか

った人、官僚、公務員、医者、大学教授、弁護士、社長

や部長など日頃は威厳のある立場の者ですが、同窓会と

なると別物で、昔話に花が咲き、近況報告でも結婚式の

スピーチのように延々と話すものが続出しました。日頃

のストレスを吹き飛ばすかのように話が弾み、30名が２

次会に集まり、５時間にもわたり語り合いました。最後

は衆人環視の中、恒例の学院歌斉唱をしてお開きとなり

ました。

次回の開催は50歳の年、そして我々中年男性が粗大ゴ

ミ（？）となる年末の2000年12月30日（土）の予定です。

場所は未定ですが、懐かしい同窓生に会えると思います

ので、ぜひ参加して下さい。

幹事　篠原慶希

565-0873 大阪府吹田市藤白台2-11-10

TEL・FAX06-6831-3546

ますので、数多くの会員の参加を期待して居ります。

当日の出席者、大川四津雄、大内昭吾、河村郁夫、小

島昭三、三田健一朗、小田圭昭、中田恵之、錦織達郎、

波々伯部憲作、松浦守、宮原晃一、瑞穂光信、山本喜典、

渡辺正雄、根本博、余部光男、安達正昭、以上17名でした。

追記：寺田晁さんと小田圭昭さんは、本年９月、他の２

名の共同研究執筆者と４名連名で「漆－その科学と実技」

と云う労作を出版されました。 （安達　記）

幹事連と知恵を絞りその企画を練っている。40周年の記

念同期会は、総勢120名のうち90名が参加した。今回は

この記録を破るべく、幹事連と頑張りを誓い合っている。

関東での同期会も、「甲東会」の名前で毎年２回の集

まりを持っている。今年は２月に赤坂での新年会を、８

月には富士の裾野でのゴルフ会を計画しており、関西か

らも毎年のことであるが、この集いに参加し東西の結束

を誇っている。 （チャーリー記）
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水 野　隆（旧姓徳弘、29回）

『年寄りサッカー』の現況

同窓会専務理事を務められる同期の有田和男氏から、
度々、同窓会や同期会のご案内を戴きながら、いつも
『年寄りサッカー』を理由に欠席させていただいてきた
所、今度は［『年寄りサッカー』の現状について『甲陽
だより』に投稿願います］との依頼を、同じ『年寄りサ
ッカー』仲間の中村貞三氏（35回）を通じていただきま
した。私にとっては大変不得手な仕事であり、またその
器でもないので、しばし躊躇しましたが、現在私たちの
所属する『西日本OBサッカー連盟』は昭和48年（1973）
に、伝統ある神戸フットボールクラブを中心に発足し、
その創設に尽力されたメンバーの１人に、甲陽サッカー
の大先輩で、ベルリンオリンピック出場の西邑昌一氏
（昭和５年卒故人）が居られることを思いだし、同窓会
の皆さんにご紹介することも意義なきことではないと思
い、ペンを取った次第です。
故西邑氏は、昭和31年から関西学院大監督として８年
間、関学を関西学生リーグはもとより、東西王座決定戦
でも優勝の成績を残され、関学クラブを率いて天皇杯も
獲得され名伯楽の名を欲しいままにされた監督でした。
今でこそ、Ｊリーグ・ワールドカップとサッカーもやっ
とビックスポーツの仲間入りを果たしましたが、私がボ
ールを蹴りはじめたのは昭和21年（終戦の翌年）の４月、
『蹴球』と言っても『サッカー』と言っても、わかって
くれる人は少なく、部員も11名に満たず、寂しい思いを
したことを思い出します。
戦争末期は甲陽中学校の校舎は、陸軍暁部隊の兵舎と
なり、戦後はアメリカ進駐軍に一部接収され、言わば戦
争という歴史の谷間に中学時代を過ごしたことになりま
すが、今尚、ボールを蹴り続けている私達にとって、戦
後の日本の荒廃、そして復興・発展の歴史はそのままサ
ッカーの歴史でもあります。
前置きはこれぐらいにして、本題の『年寄りサッカー』
ですが、現在西日本OBサッカー連盟には、九州・四
国・関西・中部に亙って46チームが登録され、40歳以上
（B）、50歳以上（A）、60歳以上（V），70歳以上（SV）

と年齢別に区分され、ゲームを行うときのパンツの色を
（B）は黄色、（A）はオレンジ色、（V）は赤、（SV）は
70歳台銀、80歳台金と、年代がパンツの色で識別され、
ゲーム中は上位のパンツのプレーには『敬意を表する』
と言う暗黙のルールがあり、体が動かなくとも、グラウ
ンドに立つ喜びをお互いに尊重することをモットーにし
ています。
’99年度の会員名簿には私の知る限り、甲陽OBでは殿

村和祥氏（24回）光野昭氏（27回）中村貞三氏（35回）
小生（31回）が登録されています。或いは『俺も甲陽だ』
と言う方が居られるかも知れません。
現在私の所属する『名古屋500クロウズクラブ』（会員
85名）には、中学時代、敵、味方でプレーした芦屋中学
出身の小松嘉久氏（慶応OB）が居られ、50年以上の昔
を偲びながら、共にサッカーを楽しんでいます。50年ぶ
りとなると、お互いに一度顔を合わせただけでは、双方
ともに認め合えず、何回かゲームで顔を合わせるうちに
『ひょっとして、あんた○○中学（大学）の○○君と違
いますか？』とゲームを忘れて感激し合う光景も珍しく
ありません。
高齢化が進み、その対策や、介護制度などが世論を賑
わせていますが、厚生省の音頭取りで『ねんりんピック』
という60歳以上の全国スポーツ大会が国体のように、全
国の都道府県の持ち回りで開催され、小生も愛知県チー
ムの一員として参加していますが、国や地方の財政難の
折り「年寄りのためのこんな行事に金を使わなくても…」
と大会のお世話をされてる役人さんに話すと「いやいや、
高齢者に対する医療費負担に比べれば、微々たるもので
すよ。むしろ、もっと健康なスポーツ老人が増える事を
願ってます」と嬉しい答えが返ってきました。
これからも『生涯現役』を旗印に、ドリブルで墓場に
たどり着くまでボールを蹴り続けるつもりです。同時に
甲陽現役のサッカー部のご健闘を祈ってます。
同窓会の皆さんお元気で!!

甲陽教育研究会の集い
平成11年度の定例会が9月26日夕刻から神戸市灘区

の六甲山ホテルで開かれ、約20名が集い、中島久先生も

御出席下さいました。
少子化傾向、景気低迷の影響が及ぶ近況報告の中、お
互いに出席できた「しあわせ」をかみしめ、新たな展望
を開く事を心に誓って散会しました。
尚、当会では教育関係に携わる方々の参加をお待ちし
ています。 （前川　記）
問合せ先 柏木康雄（46回）

〒596-0825 岸和田市土生町728
TEL . 0 7 2 4 - 2 6 - 2 9 6 3

筆者紹介
水野氏は関西学院大４年時、（昭和28年）ドイツ・ドルトムント
で開かれた第１回ユニバーシアード大会に前日本サッカー協会
会長長沼健氏・現会長岡野俊一郎氏らとともに日本代表として
出場され、以後アジア大会・多数の国際試合に全日本代表とし
て長年活躍されました。現名古屋500クロウズクラブ会長。
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濱口　博 章（21回）

◆甲陽行進曲の歌詞について◆
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先般の同窓会総会で配布された「甲陽行進曲」の歌詞
を見て、傍にいらっしゃった河内厚郎氏に、ここはミス
プリントですよねと申し上げた。ところが帰ってから
『会員名簿』（平成９年）P.11を見ると、配られた歌詞ど
おりで、わたしの記憶とは異なっている。
本誌第59号の「甲陽学院高等学校校歌について思うこ

と」で紹介した『甲陽中学校歌集 応援部 昭和十二年度』
によると、大正９年（財団法人辰馬学院甲陽中学校が誕
生した年）に制定されていて、木船金雄氏作歌 榎谷徹
蔵氏選曲とある。木船金雄氏は第４回卒業の木船正雄氏
（京都帝大文学部国文卒、岐阜大学名誉教授）の御尊父
で、もと教員であられた方、榎谷徹蔵氏はパステル画の
大家で、先輩たちも薫陶を受けられたであろうし、わた
しも図画の時間に教えていただいた先生である（会員名
簿の「作曲」は「選曲」の誤りであろう）。
さて、その歌詞の１番・２番は漢字・仮名遣いの異同

だけであるから省略し、ここで問題にする３番の歌詞は
自然のめぐみ人の愛　　ひろき光のなかにこそ
心も身をもすこやかに　　自由の子らはそだつなれ
わが甲陽の健男児　　わが甲陽の健男児

である。現在は「清き光の中にこそ　心も身もすこやか
に　自由の子等に育つなれ」と歌われている。「清き光」
は「清光」という熟語もあって、「ひろき光」より「清
き光」の方が適当なようにも思えるが、「清き」にする
と、２番の「清き園生にあこがれて　遠く来たりし君な
れば」と「清き」の表現が重複する。「ひろき」は、そ
の前に「愛」とあるので、「博愛」という熟語の連想か
ら使用されたのであろうか。改作の時期や経緯を知らな
いが、現行歌詞はいかがかと思う。
さらに、この次の「自由の子らは」と「自由の子等に」
における、「は」と「に」の差は一段と慎重に扱わねば
ならない。
副助詞の「は」は、「この本はおもしろい」のように、

判断の対象や叙述の内容が、その範囲内に限定され、他
の事物と異なることを表すのに対し、格助詞「に」の使

用方法は多岐にわたるものの、おおむね、その事物が存
在する場所、あるいは動作・作用が、何を目的として行
われるかを表している。従って「自然のめぐみ・人の愛
ひろき光のなかに（あってこそ）心も・身をも健やかに
自由の子らは育つ」のであって、「心も・身をも健やか
に　自由の子らに育つ」のではない。
何においても、「自由」が当然の今の時代からは想像

も出来ないであろうが、「戦時体制」という語のもとに
言動が強制され、軍歌が声高らかに歌われた時代、昭和
17年卒業の我々にも、「人の愛」・「自由の子」という
言葉は次第に使い難くなってきていた。そんな暗い時代
であったからこそ、大正ロマン豊かな「甲陽行進曲」を
愛唱し、あえて「自由の子らは育つなれ」と歌ったので
ある。
甲陽中学校には、公立や他の私立校に比べて、はるか

に自由があったと思う。同窓会総会で、久しぶりに「甲
陽行進曲」を歌ったので、気になるまま再び老いの繰り
言を述べさせていただいた。

★★★ 編集後記 ★★★

第三期高垣会長執行部のもと「甲陽だより」編集委員会は、様々
な新しい試みを実行に移してきました。
平成10年度からは、まず、夏号と春号の年２回発行として、きめ
細かい情報提供と同窓会誌としての速報性を実現しました。
ふたつは、従前の「縦書き」から「横書き」への変更です。紙面
が一新され、明るく軽やかな感じになったと思います。
三つ目は、一部二色刷りを採り入れ、メリハリのある紙面構成を
目指しました。
四つ目は、同窓生の協力や関係会社の協賛を得て、広告欄を設け、
年２回発行による費用増額の回避に努めました。
平成11年度には、印刷業者の見積り制度を導入し、さらに郵便物
の割引サービス制度をフルに利用して、費用の大幅な軽減を図りま
した。
また、同窓会コンピュータによって、日ごろの同窓生の名簿管理
から封筒の宛名印刷まで一環して担える体制となりました。
二年の任期は、この３月で満了します。平成12年度から、新たな
執行部体制のもと、新編集委員会が組織されます。二年４号の会誌
を発行して、無事、バトンタッチができますのは、皆々様の様々な
ご協力のおかげと、あらためて御礼申し上げます。
なお、積み残し課題として、紙面の「カラーのA４版化」を挙げ

まして、「編集後記」の筆を擱きます。 西村公男（46回）
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高
橋
　
純
平
氏
（
21
回
）

平
成
11
年
12
月
1
日
逝
去

西
松
　
元
康
氏
（
21
回
）

平
成
11
年
11
月
27
日
逝
去

中
橋
　
久
信
氏
（
22
回
）

平
成
12
年
1
月
10
日
逝
去

浅
山
　
亮
次
氏
（
23
回
）

今
野
　
信
雄
氏
（
23
回
）

平
成
10
年
2
月
20
日
逝
去

中
田
健
次
郎
氏
（
23
回
）

平
成
10
年
10
月
7
日
逝
去

小
段
　
文
一
氏
（
23
回
）

荒
川
　
彦
一
氏
（
24
回
）

平
成
10
年
6
月
4
日
逝
去

山
中
　
　
保
氏
（
25
回
）

平
成
11
年
1
月
19
日
逝
去

西
村
　
隆
好
氏
（
27
回
）

平
成
11
年
4
月
23
日
逝
去

後
川
　
康
治
氏
（
39
回
）

平
成
11
年
8
月
1
日
逝
去

小
村
　
倫
弘
氏
（
40
回
）

平
成
11
年
8
月
15
日
逝
去

山
岡
　
良
造
氏
（
47
回
）

平
成
10
年
11
月
12
日
逝
去

藤
井
　
三
郎
氏
（
高
商
1
）

平
成
10
年
11
月
24
日
逝
去

尾
崎
　
正
隆
氏
（
高
商
2
）

平
成
11
年
1
月
19
日
逝
去

友
杉
　
貫
二
氏
（
高
商
4
）

平
成
11
年
7
月
24
日
逝
去

直
場
英
一
郎
氏
（
機
械
2
）

平
成
12
年
1
月
21
日
逝
去

（
平
成
12
年
1
月
31
日
現
在
）



☆ 母 校 の 校 歌 ・ 応 援 歌 ☆

甲　　陽　　だ　　よ　　り（16） 平成１２年２月２３日 第６１号

☆ 母 校 の 校 歌 ・ 応 援 歌 ☆
忘れ去っていた母校の校歌・応援歌の古い小冊子が、第21回の濱口博章氏のご好意で、昨年の会員総会会場に展

示された。この小冊子の発行は昭和10年４月１日で、発行所は「甲陽中学応援部」（編集兼発行人・田邊啓俊）とな

っている。

その内容は、大正７年から昭和８年までの校歌と応援歌と寮歌である。残念なことに歌詞は残っているが、曲が

判らない。その頃に青春を謳歌された先輩の方々に、どうのような曲であったかを聞けば、多分他校の－例えば一

高・慶應・早稲田等の応援歌の曲に合わせて歌ったと思う、とのことである。何方か曲をご存じの先輩が居られま

したら、お教えを頂ければと思います。

この小冊子の歌詞が、これで途切れることなく、再び同窓生の脳裏に甦り、また後輩諸氏に受け継いで歌って貰

えれば、どんなに嬉しく楽しいことであるか判りません。この小冊子に記載されている歌詞は38点あります。誌面

の都合で一挙に掲載は出来ませんので、今後幾度かに分けて掲載いたしますので、これらの歌詞の歴史・由来など

ご存じの方が居られましたら、事務局まで原稿をお寄せ頂ければ有り難く存じます。

1．応援歌（其の一）…………………［大正七年］

（薮重臣氏　作歌選曲）

一、山紫に水澄みて 松は常盤の色深く

岸に銀波の花匂ふ わが甲陽の塁高し

二、昇る朝日を身に浴びて 威風堂々陣に立つ

わが甲陽の健男児 歯向ふ敵のあるべしや

三、来たれ来れいざ来たれ 敵の強きはわが誉

かねて鍛へしこの腕 目にもの見せん證せん

（フレー甲陽フレー甲陽フレーフレーフレー…）

2．応援歌（其の二）…………………［大正七年］

（平田外喜二郎君　作歌選曲）

一、行交ふ雲の脚早く 戦雲今や酣に

雌雄を決すは今なるぞ 振へわれらが健男児

二、彼に項羽の勇あるも 我に孫呉の略あれば

いかで恐れん彼の敵を 振へわれらが野球團

三、猛虎一たび嘯けば 曠野の草にひれ伏して　

あわれみを乞ふ群獣の その状態を今ぞ見る

（フレー甲陽フレー甲陽フレーフレーフレー…）

3．応援歌（其の三）

戦はんかな時期至る 戦はんかな時期至る

戦はんかな時期至る 戦はんかな時期至る

（フレー甲陽フレー甲陽フレーフレーフレー…）

4．萬歳の歌…………………［大正十二年］

（栗山正則氏　選作）

けふもまた・・・木端微塵に打破り

勝利の桂冠われにあり

・・・ホイ・・・勝ったぞ・・・勝ったぞ

萬歳々々萬々歳

（拍手・・・）

5．甲陽行進曲……………………………［大正九年］

（木船金雄氏　作歌・榎谷徹蔵氏　選曲）

一、空につらなる六甲の 山の翠を窓にして

松の葉越にゆきかよふ 帆影もちかき茅淳の海

「わが甲陽の健男児 わが甲陽の健男児」

二、清き園生にあこがれて 遠く来たりし君なれば

夕の星のささやきも 若き希望を語るらん

「わが甲陽の健男児 わが甲陽の健男児」

三、自然のめぐみ人の愛 ひろき光のなかにこそ

心も身をもすこやかに 自由の子らはそだつなれ　

「わが甲陽の健男児 わが甲陽の健男児」

四、武庫の浦風爽やかに たかき雲路をあふぎつつ　

雄飛の翼やしなはん 健児の眉はかがやけり　

「わが甲陽の健男児 わが甲陽の健男児」

（フレー甲陽フレー甲陽フレーフレーフレー…）

6．凱旋…………………………………［大正十二年］

（橋本清君　作歌選曲）

勝てり！　勝てり！　我が部の選手は勝てり!!

六甲の麓は黄昏て 夕日紫紺のきらめきに　

再びきざみし金の文字 それ聞けやれ聞け閧の声

勝てり！　勝てり！　我が部の選手は勝てり!!

7．応援歌（其の四）…………………［大正十二年］

（栗山正則氏　選作）

日頃の鍛えし腕の冱え 見よあざやかな武者振を　

風は薫るこの原に 今しも手練を表しぬ…　

甲陽の意気高さ…健児の姿

勝閧あげん…われらが選手

（フレー甲陽フレー甲陽フレーフレーフレー…）

＊歌詞については、小冊子の原文に忠実に記載しました。15ペー
ジに「甲陽行進曲の歌詞について」の標題で、濱口博章氏（21
回）に一文を寄せていただきました。


